
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

長 崎 県都道府県名

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

諫 早 市 立 上 山 小 学 校学校名
じ ょ う や ま

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ３ ０ １３
２０

児童数 ６５ ６６ ７５ ６６ ６９ ８１ ０ ４２２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「自ら学び，やり抜く子どもの育成」
～基礎・基本の定着と算数科の個に応じた学習指導の工夫を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１～６学年・算数
アンケートの結果で，算数の家庭学習の取組状況が低かった。また，児童の

個人差が大きく，個に応じた指導の充実を図っていく必要がある。

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

○ テーマ
「基礎・基本の主体的な定着と個に応じた学習指導の充実」

○ 研究の見通し
平 ・ 読書活動を推進する。また，漢字・計算の予告テストを実施し，個に

， 。成 応じた学習方法を助言したり 意欲を高める賞賛の仕方を工夫していく
・ 単元初発に単元全体を見通す活動を設定する。また，学習過程を「し15

年 らべる－たかめる－まとめる－つかむ」で構成し，問題解決的に展開す
。 ， ， 。度 る さらに 少人数指導を生かしながら コース別学習を実施していく

○ 研究の内容・方法
・ 基礎・基本（読み，書き，計算）を主体的に定着させる指導の工夫
・ 学ぶ意欲を高める算数科の学習過程と単元導入の工夫
・ 個に応じた指導を充実させる指導体制と指導方法の工夫

○ テーマ
「コース別学習の充実と指導に生かす評価の在り方」

○ 研究の見通し
平 ・ 昨年度の研究に引き続き，基礎・基本の定着とコース別学習の充実を
成 目指すとともに，個人カルテを活用しながら，指導に生かす評価の在り

方を模索していく。16
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・ 基礎・基本の定着と個に応じたコース別学習の充実，及び，単元構成

の工夫。
・ 単元導入時及び単元終末段階における算数的活動の教材開発。
・ 個人の学習状況を把握し，児童自身も自分の伸びを的確に捉えること
ができる個人カルテの作成，及び評価方法の工夫。



( ) 研究推進体制3

〈研究組織〉 〈工夫点〉
校 長 時間割の調整を行い，学級担任及び

少人数担当の空き時間を合わせ，打ち
教 頭 合わせの時間を設定している。

研究推進委員会

全 体 会

学 年 部 会

低学年部会 中学年部会 高学年部会

個人研究

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・ 単元の導入で単元末テストや算数的活動を実施し，単元全体の課題を見通す
ことにより，児童の学習意欲を喚起し家庭学習を促すことができた。

・ コース別学習を実施することで，児童の学習意欲を高めるとともに，理解を
深めることができた。少人数指導，コース別学習に関するアンケートでも９割
以上の児童が，肯定的な受け止め方をしている。

・ 昨年度の同時期に実施したアンケート結果と比較して，家庭学習に取組む児
童の割合が増え，家庭学習が徐々に習慣化してきている。

２．今後の課題

・ 個に応じたコース別学習の充実及び，単元構成の工夫。
・ 形成的評価を総括的評価にどう生かしていくかなど，評価についての研究。
・ 個人の学習状況を把握し指導に生かす個人カルテの作成。
・ 児童の意欲を喚起する算数的活動などの教材開発。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ ＮＲＴテスト（全学年，算数，６月下旬）
○ 知能テスト（２・４・６学年，６月下旬）
○ 児童生徒基礎学力調査（５学年，算数・国語，１月中旬）
○ 児童の実態を把握するために，算数科の授業と家庭学習に関するアンケート
調査を実施している （全学年，２学期末）。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ １５年度の実践のまとめ，また，近隣校への普及を図る目的で，平成１６年
１月２０日に本校で実践交流会を開催した。

○ 近隣校への研究紀要の配布。
○ 研究に関する取組を他校に紹介できるよう，現在ホームページを作成中。
○ １６年度は，授業公開を含めた研究会を開催する予定 （時期は未定）。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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